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はじめに
• エピネット日本版とは

– 医療施設等で発生する血液・体液曝露事例の報告書式です。 1991年米国
バージニア大学 International Healthcare Worker Safety Center のJanine 
Jagger教授によって開発された EPINetTM(Exposure Prevention Information 
Network System) を職業感染制御研究会が日本版として開発し無料で提供
しています。詳細

• EpisysA&B201とは
– エピネット日本版の報告書式の記載事項を電子データベース化するソフトで

す。 針刺し切創や血液体液曝露情報をソフトに直接入力することが可能です
。 Microsoft Access®で作成されています。PC環境やソフトのバージョンアップ
に 対応するために2011年6月に旧EpisysA&B109から、EpisysA&B201として公
開され ました。なお、EpisysAは針刺し切創用、EpisysBは皮膚・粘膜曝露用で

す。詳細

• 見える化君とは
– EpisysA&B201のデータの集計、分析、全国比較を等を行うソフトです。試用

版が2011年6月に公開され、修正版が適宜。

• 職業感染制御研究会とは
– 詳細についてはこちら

http://www.healthsystem.virginia.edu/internet/epinet/
http://jrgoicp.umin.ac.jp/index_epinetjp.html#Episys%EF%BC%A1%EF%BC%86%EF%BC%A2201
http://jrgoicp.umin.ac.jp/index_epinetjp.html
http://jrgoicp.umin.ac.jp/index_about.html


本スライドで概説する内容

１．エピネット日本版、Episys201A&B、集計ソフト
「見える化君」のダウンロード方法

２．Episys２０１A&Bと「見える化君」について

Episys２０１A&Bの基本操作

「見える化君」で何ができるか

３．補足：今後のバージョンアップ等の予定



１．エピネット日本版、Episys201A&B、集計ソフト
「見える化君」のダウンロード方法
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職業感染制御研究会のホームページ画面

ここをクリックして

クリックでダウンロード画面へ

http://jrgoicp.umin.ac.jp/


重要



クリックする

スライド内容の
総てはこれらの
文書に詳しく記
載されています。

圧縮されているEpisys201がダウンロードされ、クリックで解凍。



２．Episys２０１A&Bと「見える化君」について

Episys２０１A&Bの基本操作
「見える化君」で何ができるか
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クリック

クリック

コンテンツの有効化 でEpisys201が使用可となる。 次にオプション画面へ



＊＊＊＊＊＊

注意

クッリク

*****＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊

まず最初に、病院コード番号を入力する。



旧バージョンのEpisysを選択・データの取り込み

＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊

クッリク



Episys109等の旧データを取込完了

クッリク

＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊



EpisysA201の基礎操作（１）



入力支援： カレンダー、未入力チェック

クッリク



EpisysA201の基本操作（２）





検索条件を入力して編集

報
告
者
の
情
報



検索結果を表示・編集可



EpisysA201の基本操作（３）



EpisysA分析ツール「見える化君」には、上記以外に種々の集計・分析方法
が用意されています。







単純集計結果表示：テキスト出力



EpisysA201の基本操作（４）



A
✓

クリック



この分析ツールは
EpisysA109、201に保

存されている報告データ
（エピネット日本版A報告
書Ve.r４）の分析を支援
するためのものです。
左図のように、EpisysA
ファイルの報告データに
接続し、集計表を作成し、
さらにそれをグラフ化しエ
クセルファイルに保存す
ることができます。



EpisysA分析ツール「見える化君：の操作



******







作製されたエクセルファイル



C

C

作製されたエクセルファイル



クロス集計画面



クリック

所属病院と全国調査結果との比較

Ver.2012-1として
2012年3月HPより
リリース予定



次にクリック

標準との比較

Ver.2012-1として 2012年3月 HPよりリリース予定



所属病院と全国調査結果との比較
標準値と比較 見える化君作成 2012年01月30日

病院コード：＊＊＊＊＊ Episys： EpisysA201.mdb

報告データ数 安全器材事例割合

発生年度 施設データ数 標準値データ数 発生年度 報告数 安全器材事例数 安全器材事例
割合(%)

全国報告数 全国安全器
材事例数

標準安全器
材事例割合

(%)

(安全器材有
無記載なし)

＜施設データ＞ ＜全国データ＞ ＜施設データ＞ ＜施設データ＞ ＜施設データ＞ ＜全国データ
＞

＜全国データ
＞

＜全国データ
＞

＜施設データ
＞

1996 16 3480 1996 14 0 0.0% 2589 18 0.7% 2
1997 116 4279 1997 106 2 1.9% 3296 55 1.7% 10
1998 125 4205 1998 95 0 0.0% 3578 79 2.2% 30
1999 140 3998 1999 92 1 1.1% 3142 130 4.1% 48
2000 149 4059 2000 122 1 0.8% 3149 218 6.9% 27
2001 144 3283 2001 115 9 7.8% 2624 273 10.4% 29
2002 173 3482 2002 147 11 7.5% 2778 285 10.3% 26
2003 150 3939 2003 107 18 16.8% 3146 386 12.3% 43
2004 165 2575 2004 109 5 4.6% 2131 337 15.8% 56
2005 164 2777 2005 115 14 12.2% 2349 408 17.4% 49
2006 156 2837 2006 105 20 19.0% 2467 519 21.0% 51
2007 195 3005 2007 139 25 18.0% 2573 572 22.2% 56
2008 175 3325 2008 136 27 19.9% 2885 572 19.8% 39
2009 180 2769 2009 141 34 24.1% 2422 490 20.2% 39
2010 149 2987 2010 115 29 25.2% 2637 590 22.4% 34

4月 ― 3月 A01 4月 ― 3月 全受傷報告数（件）

A02

安全器材による受傷
報告数（件）

B02

全報告件数に占め
る安全器材による
受傷報告数の割合

(%)

B02/A02*100

全受傷報告数
（件）

C02

安全器材によ
る受傷報告数
（件）

D02

全報告件数に
占める安全器
材による受傷
報告数の割合

(%)

D02/C02*100

安全器材の有
無の記載なし
受傷報告数

A01‐A02

※ 年度別報告データ数 ※ 器具が安全器材であった割合。「記載なし」は母数から除外し割合を算出。

Ver.2012-1として 2012年3月 HPよりリリース予定



３．補足：今後のバージョンアップ等の予定



「Episys201」と「見える化君」の改訂と活用

• さらなる「見える化君」へ、現場の声を集約していく予定です。お
気づきの点を まで

• 曝露件数の標準値と不報告率の検討を行い、エピネット日本版
ユーザーに情報提供を進めます。

曝露報告件数/10万本の使用鋭利器材数等

感染性曝露報告件数/全曝露報告件数

報告指数：RQの再評価等

・公/労災害認定申請書作成支援機能の付加を検討しています。

中小病院での活用を促す。

• 医療圏の感染制御ネットワークの構築にエピネット日本版が活用
できるよう協力を進めます。


